
神戸市では､2023年３月末に閉園した約100haの西
神戸ゴルフ場を産業団地として造成するため､樹木
の伐採を進めています｡伐採される樹木の多くは､コ
ナラをはじめとする広葉樹です。国産広葉樹は流通
サイクルが確立されておらず、利活用が進んでいま
せん｡

伐採樹木をこども遊具に

こども遊具を設置する予定のこべっこランド(兵
庫区)で、遊具の部品づくりを体験していただく
木育ワークショップを、2025年12月14日(日)に
開催しました。
こどもたちが手に持って遊べる小型遊具を収納
する箱に取り付けるプレートに、KOBE WOOD
の焼き印を入れるお手伝いをしたり、お土産の
お箸を紙やすりで磨いてコメ油で仕上げるなど、
西神戸ゴルフ場産の広葉樹(コナラ・アベマキ)
を手に取って触れ親しんでいただく貴重な体
験となりました。
完成した遊具にどのようにプレートが取り付けら
れるのか楽しみです。

木育ワークショップの開催

神戸産広葉樹を活用

設置・配布場所とスケジュール
■室内にも置ける小型のすべり台１基を試験設置中(こべっこあそびひろば六甲アイランド)
■アスレチック要素のある大型遊具７基は2026年３月末頃に、
■積み木や引き車など手に持って遊べる小型遊具133セットは2026年６月末頃に、
◆こどもっとひろば(児童館)◆こべっこあそびひろば◆おやこふらっとひろば◆こべっこラ
ンドなどに設置・配布します。

KOBE WOODとは 神戸の森林・里山・まちを未来につ
なぐことを目的として、神戸市内の森林管理や都市整備
で搬出された自然資源の活用を促進するために誕生し
た、神戸市産の木材等に関するブランドです。

そこで神戸市では、ご寄附(裏面にご案内)
を得ながら、こどものための遊具を製作し
市内の子育て施設に設置･配布すること
で、伐採木を有効活用する取り組みを進
めています。

🔼遊具の
制作風景



 伐採木を用いたこども
遊具での木育

 児童館等の設備充実
による子育て世帯の交
流支援

神戸市は｢SDGs貢献都市 神戸｣として､現
在活用できていない資源を有効活用し､持
続可能な社会の構築に向けた取り組みを
進めています｡
今回の事業は木材活用のリ ーディングケー
スとしたいと考えています｡
ご寄付いただいた企業・団体は､当市ウェ
ブサイトでのご紹介だけでなく､製作したこ
ども遊具に企業・団体名を掲載します。
ぜひお力添えをいただけますと幸いです｡

❶ 子育て支援 ❷ 木材の有効活用 ❸ CO2排出量削減
 木材活用のリーディン

グケース
 ｢こうべ森と木のプラッ

トフォーム｣との連携

 丸太160本分を遊具に
することで二酸化炭素
約26t分の炭素を遊具
として固定(25mプール
26杯分に相当)

今回のプロジェクトのポイント

神戸市ではご寄附を通じた､地方創生やSDGs達成に
向けた協賛企業・団体を募集しています。

神戸市 都市局 産業団地整備課｜TEL:078-595-6670
事業概要HP▸ふるさと納税HP▸

寄附額 寄附のお礼

10万円～ ▸
市HP・PR映像への企
業・団体名掲載

30万円～ ▸

上記に加え

こども遊具に企業・団
体名掲載

100万円

以上
▸

上記に加え

感謝状の贈呈

これまでにご寄附いただいた企業・団体(申込順)

受付は2026年2月末まで


